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認知症地域支援推進員の活動の推進に関する調査研究事業
社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター

• 研究目的・内容 • 研究の概要

１．全国調査
推進員調査・市区町村調査・都道府県調査
平成30年10月22日～12月20日、Web調査
→推進員配置と活動の実態把握
効果がみられた活動の事例記述
２．事例集作成委員会→事例集の作成
全国調査における事例記述から、厚労省の示す推進員の役
割・機能に沿って7テーマ（27事例）選出。委員会にて互いの
事例やより良い事例集のあり方について検討し、執筆に役立て
る。
３．活動手引きの見直し
１及び２で得られた知見から、現行の手引きをより具体的で
使いやすいものへと見直し、「2019年3月版」として発行。

• 結果（推進員調査の一部）

認知症ケアパスの作成・普及・活用促進（54.9％)

（「明確に求められている」の割合で
最も多かったもの)

認知症カフェの開設・運営支援（52.2％）

認知症の人や家族への相談支援（66.0％）
初期集中支援チームとの連携（59.2％）
その他認知症施策の住民への周知（40.0％）
認知症施策への関与（32.2％）

推進員が「主導」する活動、
「主導する人をサポート」す
る活動、
「メンバーの1人として関
与」する活動のほか、
地域や対象に応じて

でのかかわりを行
う活動もある

※

※印の役割は、2019年3月に「関係機関と連携した事業の企画・調整」としてさらに拡充された。



• 成果物

• 推進員活動のアプローチとその段階的な効果

「非常にある」6.7％＋「ある」33.5％＝40.2％
「どちらとも言えない」48.5％ 行政直営の包括で、
推進員活動の比率が高いほどやりがいを感じているが、
委託包括や社協等、自職場の強みを活かした活動事例も多い。

• 推進員のやりがい • まとめ
○効果的な活動
＝小さな変化・効果の積み重ね
・個々の活動に連動性をもたせて
PDCAサイクルをまわす
・長期的、具体的な活動計画
・多様な目で評価
○本人と地域の強みに気づいてつなぐ
→推進員活動に活かす
○専任・兼務、直営包括・委託包括な
ど、配置形態、配置先それぞれに強み
がある
→まずは自組織の強みを振り返る
○推進員どうしの横のつながりも不可欠
→行政主導の連絡会や研修だけでな
く、推進員自身が実効性あるネット
ワークをつくる
○行政との連携は不可欠
市区町村、都道府県にしかできないこ
と（強み）を生かして有機的連携を
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